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研究成果の概要（和文）：本研究では、英語を母語とする日本語学習者が、日本語の数量詞の位置と解釈を正し
く習得できることを実験を通して明らかにした。この結果は、フランス語の数量詞の位置と解釈を調べた先行研
究（Dekydspotter et al.,2001)に続き、第二言語習得の初期には母語転移が見られるものの最終的には第二言
語の母語話者同様の文法知識の習得が可能であるとするFull Transfer Full Access仮説（Schwartz and 
Sprouse 1996)を支持している。

研究成果の概要（英文）：This study presented an empirical finding which suggests that L1 English 
speakers of L2 Japanese can acquire the interpretation of Japanese numeral quantifiers. Following 
Dekydtspotter et al.(2001) which investigated the interpretation of French numeral quantifiers, the 
present study provides evidence for the Full Transfer Full Access Hypothesis (Schwartz and Sprouse 
1996),suggesting that L2 learners can overcome initial L1 transfer and finally acquire L2 properties
 that do not exist in their L1s. 

研究分野： 第二言語習得
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の新規性は、これまでの第二言語習得研究ではほとんど調べられていなかった日本語の数量詞の解釈の習
得を調べた点にある。また本研究では、学習者に加えて日本語母語話者にも実験を行い、理論言語学で指摘され
てきた数量詞の解釈が、言語学者ではない一般の日本語母語話者の知識として存在することも確かめた点で意義
がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 

理論言語学（生成文法）に基づく第二言語習得研究においては、外国語学習の「どこがなぜ難
しいのか」の解明に関し、これまでに重要な理論的進展が見られた。その一つである Full 

Transfer/Full Access 仮説（Schwartz and Sprouse 1994）は、学習者は十分なインプットを受
けた後に、第二言語の母語話者同様の文法知識を習得することが可能であると主張する。この仮
説は実証研究によって検証されてきたものの、その研究の多くは英語の統語や形態素の習得に
関するもので、筆者の知る限りでは、日本語の数量詞の解釈の習得を調べた先行研究は存在しな
い。そこで本研究では、これまで十分な研究がなされていない日本語の数量詞の習得過程を通し
て Full Transfer/Full Access 仮説を検証する。 

また日本語の数量詞には英語にはない解釈の制限があることから、英語母語話者が日本語の
数量詞を習得できるかの解明は「否定証拠が得られにくい状況下でも第二言語における制約の
習得は可能か」という問いの解明にも寄与しうる。先行研究 Dekydtspotter, Sprouse and 

Swanson (2001）では、英語を母語とするフランス語学習者が、否定証拠なしにフランス語の数
量詞の解釈制限を習得することを明らかにし、第二言語習得においても普遍文法が働くことを
示している。本研究でも同様に英語母語話者が日本語の遊離数量詞を習得できることが分かれ
ば、Dekydtspotter et al. (2001)と並行性が示され、その主張が支持される。 

 

 

２． 研究の目的 

 

本研究の目的は、英語を母語とする日本語学習者が、日本語の数量詞の解釈制限を習得できる
のかどうかを明らかにして Full Transfer/Full Access 仮説を検証することである。具体的には、
以下に示す日本語の数量詞の位置による解釈の違いに着目した。 

日本語の数量詞は文中で様々な位置に現れる。例えば（1）では、数量詞「三人」は、それが
修飾する名詞「学生」の前（a）、直後（b）、または名詞からは遊離した位置（c）、のいずれの位
置にも表れることができる。 

 

（1） a. ［三人の学生］が今日宿題を出した 

b. ［学生三人］が今日宿題を出した 

c.   学生が今日三人宿題を出した 

 

以上３タイプの数量詞は、文中の位置だけではなくその解釈も異なる。遊離していない２タイ
プである（1a）と（1b）は、「学生 3 人が共同して１つの宿題を完成させて提出した」という集
合読みと、「学生 3 人が別々に宿題を 1 つずつ完成させて提出した」という分配読みの両方の解
釈が可能である。これに対し、数量詞が遊離しているタイプ（1c）では分配読みだけが可能で、
集合読みは得られない（Nakanishi 2007 他）。 

英語では（all, each, both などの一部の量化子を除き）一般的に数量詞は（2）に示すように
遊離せず、その解釈は分配読み、集合読みのいずれも可能である。従って、日英語の数量詞の解
釈の違いは表 1 のようにまとめられる。 

 

（2） a. Three students will submit a report/reports tomorrow. 

b. *Students will three submit a report/reports tomorrow. 

 

表 1．日英語の数量詞の解釈 

 

数量詞の種類 

日本語 英語 

分配読み 集合読み 分配読み 集合読み 

非遊離数量詞（1a）（1b） ✓ ✓ ✓ ✓ 

遊離数量詞（1c） ✓ ✗ n/a n/a 

 

 

３．研究の方法 

 
[1]日本語母語話者による解釈の調査 

 
表 1 の数量詞の解釈は、言語学の文献では指摘されてはいるものの、筆者の知る限りではそれ

を実証した研究は見当たらなかった。そこで、言語学者ではない一般の日本語母語話者に実験を
行い、表１の解釈が母語話者の言語知識として存在するかどうかを検証した。言語学の専門知識
を持たない大学 1 年生で、かつ海外での生活経験が３か月未満の日本語母語話者（22 名）を対
象に、真偽値判断タスクを用いて数量詞の解釈を調査した。タスクの中では、コンテクストと数
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量詞を含む文をペアで提示し、コンテクストの内容と文があっているかどうかを判断させた。
（コンテクストの種類や数は、下の[2]で述べる日本語学習者用のタスクと全く同じである。た
だし日本語母語話者にはコンテクストやインストラクションは日本語で提示した。） 
 
[2]日本語学習者による解釈の調査 

 
英語を母語とする日本語学習者 18 名を対象に、(i)日本語の学習歴などのアンケート、(ⅱ)日

本語能力テスト、(ⅲ)数量詞の解釈を調べるための真偽値判断タスク、の３つを実施した。(i)
と(ⅱ)の結果は表２の通りである。 

 
表２．学習者のプロフィール 
(括弧外の数値は 18 名のクループ平均を、括弧内の数値はクループ内の最小・最大値を示す) 

年齢（才） 日本語能力テスト
の得点率(％) 

日本語学習開始
時の年齢（才） 

日本語授業の受講
期間（年） 

日本滞在年数 
（年） 

33 
(24-54) 

67 
(33-97) 

22 
(13-38) 

4.0 
(0.5-15) 

5.6 
(0.1-22.7) 

 
（3）、（4）に真偽値判断タスクの例を示す。被験者に２〜４文程度の長さのコンテクストと数

量詞を含む文をペアで提示し、コンテクストの内容と文があっているかどうかを判断させた。コ
ンテクストは集合読みまたは分配読みのいずれかである。文は、①数量詞が遊離していない文
（数量詞が名詞の直後にあるタイプ）、②数量詞が遊離している文、に加えて比較のために、③
遊離数量詞の直後に助詞「で」を伴い（例「学生が今日三人でポスターを作った」）集合読みの
みが可能な文、の３種類を用意した。コンテクストと文の組み合わせは表３に示す 6 種類で、各
６トークンであった。 
 
（3）タスク例１（コンテクストは集合読み、文は非遊離数量詞、の組み合わせ） 
Yutaka, Shou, Takuya are male students of the art club of B Junior High School. They 
worked together at the art club room yesterday and finally made one big poster of the 
school festival which will be held next month. 
 
「学生三人が今日ポスターを作った」  

正しい  間違い  わからない 
 
（4）タスク例２（コンテクストは分配読み、文は遊離数量詞、の組み合わせ） 
Yutaka, Shou, Takuya are male students of the art club of B Junior High School. 
Yesterday they individually worked and they each made one poster to announce the 
upcoming school festival next month. Yutaka put the poster in front of the school gate, 
Show put the poster in the school ground, Takuya put the poster at school dining hall. 
 
「学生が今日三人ポスターを作った」 

正しい  間違い  わからない 
 
表３．コンテクストと文の組み合わせ 

タイプ 文 コンテクスト 予測される日本語母語話者の回答 

1 非遊離 分配読み 正しい 

2 集合読み 正しい 

3 遊離 分配読み 正しい 

4 集合読み 間違い 

5 遊離＋「で」 分配読み 間違い 

6 集合読み 正しい 

 
 
４．研究成果 
 
[1]日本語母語話者による解釈の調査 
 
表４に日本語母語話者のグループとしての結果を示す。表４の結果は、表３に示した予測に概

ね一致した。特に、日本語母語話者は遊離数量詞の分配読みを集合読みよりも多く許容し（分配
読み 64％、集合読み 36％）、その差は５％水準で有意であったことから、日本語母語話者グルー
プは離数量詞の２つの解釈を区別していると言える。 
 
表４．日本語母語話者のグループ別結果 

□ 口



タイプ 文 コンテクスト 「正しい」と回答した割合（％） 

1 非遊離 分配読み 84 

2 集合読み 84 

3 遊離 分配読み 64 

4 集合読み 36 

5 遊離＋「で」 分配読み 9 

6 集合読み 97 

 
 
次に日本語母語話者各人が遊離数量詞の分配読みと集合読みをどの程度明確に区別している

かを調べた。図１は母語話者 22 名のそれぞれ（Ｊ1〜Ｊ22）を横軸に、縦軸に遊離数量詞の分配
読みと集合読みの「正しい」という回答の差の割合を+１〜-1 までの数値で示している。例えば
Ｊ5，Ｊ7，Ｊ15、J16 の 4 名は遊離数量詞の分配読みを「正しい」と回答した割合が 100％、集
合読みを「正しい」と回答した割合が 0％で、分配読みと集合読みを明確に区別していることが
わかる。続いて J1、J6、J13、J14、J18、J21、J22 の 7 名は、先の 4 名ほど差は明確ではないも
のの、分配読みを集合読みより多く支持していることがわかる。このように日本語母語話者 22
名中の半分は、分配読みを集合読みよりもより多く許容することから、遊離数量詞の解釈制限は
一般の日本語母語話者の言語知識として存在すると言える。 

 

 
 

図１．日本語母語話者の個人別結果 

 

 

[2]日本語学習者による解釈の調査 

 

日本語学習者のグループとしての結果を表５に示す。学習者は遊離数量詞のいずれの解釈も

許容し（分配読み 44％、集合読み 56％）その差は５％水準で有意ではなかった。このことから、

学習者グループは、母語話者グループとは異なり、遊離数量詞の２つの解釈を区別していないと

言える。 

 

表５．日本語学習者のグループ別結果 

タイプ 文 コンテクスト 「正しい」と回答した割合（％） 

1 非遊離 分配読み 75 

2 集合読み 67 

3 遊離 分配読み 44 

4 集合読み 56 

5 遊離＋「で」 分配読み 28 

6 集合読み 76 

 

 

図２は、学習者各人が遊離数量詞の分配読みと集合読みをどの程度明確に区別しているかを

示したものである。横軸に学習者 18 名（Ｅ1〜Ｊ18）を、縦軸に遊離数量詞の分配読みと集合読

みの「正しい」という回答の差の割合を+１〜-1 までの数値で示している。図２を見ると、Ｅ2、

Ｅ9、Ｅ11、Ｅ17 の 4 名については、分配読みを集合読みよりも多く受け入れていることがわか

る。このことから、遊離数量詞の解釈制限（遊離数量詞は集合読みができないこと）の習得は、

容易ではないものの、不可能ではないと考えられ、その点で Full Transfer/Full Access 仮説を

支持している。 
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図２．日本語学習者の個人別結果 

 

 

また本研究で調査した、遊離数量詞の解釈制限（遊離数量詞は集合読みができないこと）は、

日本語学習の教科書では説明されておらず、通常の日本語教室では指導されていない。従って、

本研究で得られた「遊離数量詞の解釈制限の習得は（容易ではないものの）不可能ではない」と

いう結果は、フランス語の数量詞の解釈制限を調べた先行研究 Dekydtspotter et al. (2001）同

様、否定証拠が得られにくい状況下でも第二言語の意味制約は習得できる可能性を示唆してい

る。 
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